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 THANK YOU AND  

  HAPPY NEW YEAR    
 
 

 輪番ドン・カストロ、名誉退職 

 

 

明けましておめでとうございます。31 年に亘る皆様のご支援と励ましに感謝いたします。1986 年の

1月 1 日にシアトル別院に就任しまして、最後の日が 2016 年 12 月 31 日でした。皆様と一緒に沢山

の経験をしてきました。ここ数ヶ月リタイアが近づき、多くの素晴らしい人たちとのイベントを思

い出します。 

 

いくつかの思い出をシェアーしようと思ったのですが次から次へと思い出がよみがえりました。思

い出はこれからも続くのですが、31 年間貯めて来た法話を見返り、きっと思い出すことも多いでし

ょう。でも何が一番重要かというと仏教の教えです。仏教が家族や友人の言動に反映することは素

晴らしいことです。親鸞聖人のお言葉では「前(さき)に生

(う)まれんものは 後(のち)を導(みちび)き後(のち)に生

(う)まれんひとは 前(さき)を訪(とぶら)え」。 

      

私は BCA での任務を 1977 年にサン・フランシスコ仏教会で

はじめました。その日付けのことを深く考えずにそこから今

年 1月のスピーカーのお招きをお受けしました、その日は私

が務め始めて 40 年目になりフルサークルしたことになりま

す。当時 29 歳の新米で「何を話せばいいのか？」考えてい

ました。体と精神が成熟するなか私たちはすごい人生の旅を

しています。 

 

リタイアして何をするのかよく聞かれます。「どこへもいき

ませんよ」と答えてます。日曜日にはここに来る予定ですが

「今週は来ませんよ」と今は言うことが出来ます。どこにも

行かない予定なのでリタイアメント・パーティーは大げさに

してもらうつもりではありませんでしたので出席された人の

数に圧倒されました、ありがたく、恐縮しました。 

 

皆様、ありがとうございました。リタイアメントの時間をお

礼状を書くのに費やしそうです。全部書くのに時間がかかり

ますがそのうちに全員に送ります。カードには「come back 
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まことの人生を歩もう 
 

１月の予定 

 
1 日 10 時 修正会・元旦法要（法要の

み） 

2 日      事務所休み 

８日 10 時 家族法要 

   10 時 45 分 日本語法要 

   12 時 別院新年会 

１５日 10 時 家族法要 

   10 時 45 分 日本語プログラム 

   ダーマ・エックスチェンジ 大下ボブ師  

２２日 10 時 家族法要・子供法要 

   10 時 45 分 日本語法要 

2９日 10 時 永代経無縁法要 

   10 時 45 分 日本語プログラム 

＊＊＊＊ 

 

５日 1 時半 日系マナー法要 

１９日 1 時半 日系マナー法要 

2４日 10 時 敬老ホーム法要 
 



and see us」とありましたがどこへも行きませんので、この機会をもって私も含めた全員に、ハッ

ピー、ヘルシー、意義ある 2017 年をお念仏の中で過ごせるように念じております。これは俳句の５

－７－５にはなってませんが一句つくりました。 

      January first, Day one of retirement, My office, clean at last! 
 

   

  『南無阿弥陀仏 』 

          

     関谷沙羅師 
 

皆様、あけましておめでとうございます！謹んで新年のご挨拶を申し上げま

す。 

  日本では年末になると、日本漢字能力検定協会が一般から募集した「今年の

漢字」が選ばれます。世相を表す漢字ですが、2016 年は「金」でした。8月

のリオオリンピックで史上最多の金メダルを獲得したことや、各所で政治と金銭の問題が起こった

ことなどが理由として挙げられていました。皆様にとって昨年はどんな一字、もしくは言葉でした

か？そして 2017 年はどんな言葉が象徴してくれるでしょう？ 

  2016 年の漢字の 2位以降には「選・変・震・驚」といった文字が並びました。「選」は、アメリ

カの大統領選や、英国の EU 離脱の国民投票、また東京都知事選など注目を集めた選挙が数多くあり、

「選ぶ」ことの難しさや大切さに注目が集まったといえます。さらに、熊本など各地で地「震」が

続いたことに加え、世界情勢の「変」化や政治の新たな「変」革などにより、「驚」きや激「震」

を感じた方々が多かったようです。 

 ビジネスパーソンが選んだ漢字というアンケートでも「乱・迷・揺」という文字が選ばれ、こう

見ますと、世界情勢の変化により人々が揺れている様子が垣間見えるように感じられます。だから

こそ明るい話題を提供してくれたオリンピックの金メダルに目を向けて「金」を選んだ人も多かっ

たでしょう。  

 金というのは不安や変化があるときに注目されるものです。昨年は普遍的な価値を持つ金を求め

る人々が増え、デパートでも純金を扱った展示販売が好評だったと聞きました。まばゆい輝きを放

つ金に、業者の方がこう言っていました。「不安や変化があるときにこそ金は輝きます。」 

 私達にとって金色に輝くといえば、私達の仏様、阿弥陀如来です。阿弥陀様は五劫思惟の願をお

こされ、兆載永劫の修行をされて完成し、「南無阿弥陀仏」となって私に届いて下さっています。

それは、「あなたのいのちをどんな時でも支えている私がいますよ」と、喚びかけてくださるお言

葉です。表すことが難い程の時間を経て完成された、ということは、どんなことにも壊れない、揺

らがない、変わらないものということです。こちらから助けを求めた時に待っていてくださるので

はなく、もっと以前から既に、確かに、私を照らし支え続けてくださっている仏様です。 

 私たちは暮らしの中で知識や財産、健康など何かを拠り所にして生きてしまうものです。しかし

これらは刻々と移り変わっていき、拠り所として頼めるものではないことに気付かされ不安が生ま

れます。 

  本当にたよりとなるものは有限のものを超えた阿弥陀様より他にありません。そのことを親鸞聖人

はご和讃に「畢竟依(最終的なよりどころ)を帰命せよ」と教えてくださいます。 

 その親鸞聖人の祥月命日である御正忌報恩講が今月 16 日です。ご遺徳を偲び、詳しく開いてくだ

さったみ教えを今年もより一層大切に伺っていきたいものです。私達にとっての「今年の言葉」は、

今年も来年も、変わることない「南無阿弥陀仏」であります。南無阿弥陀仏  
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  会長の挨拶         別院理事会 会長  星野アラン 

 

明けましておめでとうございます。去年はエキサイティングな有意義な年でした、今年もそう

願ってます。今年もフォーカスとしますのは「これまではこうだった」という考えからシフトし、

よりよい将来ために、健全なお寺にする為の基礎作りを主とした決定してきました。4箇所の

改善点は：メンバーシップ、コミュニケーション、プログラム、建物・施設。去年も多くを達成し

ましたが今年も改革をつづけるよう計画しています。 

 

シアトルとその近郊での浄土真宗のメンバーシップとい

う大きなチャレンジに対処するキーはプログラムなどの

仕立て方と必要な施設・設備の確保ということとなります。

去年理事会は私達の努力を支援するために重要な決

定をしてきました。一番目立った決定事項は：毎年 50 人

の新入会員を得るということ、目的を指定されていない

ファンドを使い改築を進める、別院の建物を他所に移す

か新しい建物を建てるかとかの不確実であった将来の

考えをなくし現在地に残る、エンダウメント基金をオリジ

ナルの規律よりモダンなトラストに変えた。 

 

お寺の維持のためのボランティアーや寄付をいただく

方々が多すぎてここにすべてカバー出来ませんが施設

面としては去年はとても忙しい年でした。メインテナンスの方々と改築のチームは期待以上に働いて隣の小さい

家を改築しました、また新しいウォークインの冷蔵庫設置、ダイニングルームのリモデル、LED の照明への改善、

ヒーティング・AC のチェンジ、ルーフ、配水管のリペア。ありがとうございました。 

 

この 1 月私たちは慣れ親しんだカストロ先生のサポートなしに前進しなくてはなりません。先生は人生の次の段

階に進まれました、リタイアが健康で幸せな時間であることをを念じています。2017 年にお寺はもっと活気有る、

成長するところとするために頑張ることが必要です。そのためには貴方が必要です。現在あるものや、興味深い

新しいプログラムなどをもっとよくする為に参加してください。今までのご支援に感謝し今後もよろしくお願いしま

す。 
 

２０１７年法事予定 

故人の面影をしのび、感謝すると共に、故人の命日を縁として、家族が仏法に触れる機会です。 

＊法事のご要望は別院事務所までご連絡下さい。206-329-0800． 

 

亡くなった年 

２０１６年   一周忌    １年目 

２０１５年   三周忌    ２年目 

２０１１年   七回忌    ６年目 

２００５年   十三回忌   １２年目 

２００１年   十七回忌   １６年目 

１９９３年   二十五回忌  ２４年目 

１９８５年   三十三回忌  ３２年目 

１９６８年   五十回忌   ４９年目 

 
2017 年西北部仏教徒大会  タコマ仏教会主催 

2 月 17－19 日 サウスセンター・ダブルツリー・スイート 

ゲスト・ミニスター  原田マービン、オレンジ・カウンティー仏教会 

申し込みは各団体または事務所に連絡してください。 

申し込み締め切り１月 15 日。 



婦人会便り
                                  

あけましておめでとうございます。    

 

良きも悪くも一年が過ぎました。メンバーからの忍耐深く、思いやり

と助言のご支援のお陰で一年を無事終えられました感謝いたします。

新年が皆様に喜びと平和を運んで来ますように。 

 

今年も婦人会に多くのご婦人が入会されるよう願ってます。ご家族、

ご友人をお誘いください。会員になるためには別院の会員であること

が条件になっております。これは別院の維持にも関わることにもなり

ます。興味のある方をお知らせください。 

 

今年は3名の会員が新しく理事に選ばれました。寺田まゆみ、寺田イベット、岡田マーリン、バブロー・

パット。お願いします。 

 

敬老ホームに滑り止めの付いたソックス用に寄付をいたしました。 

今年は会員のための活動を多く催したく皆様のご意見もお寄せください。 

 

西北部仏教徒大会はタコマ主催で2月17－19日にサウスセンターのダブルツリー・スイーツにて催されま

す。大川ジェーニーと鹿島かなこが婦人会の方々の受付をしております。申し込み受付は1月10日です。

その他の質問などお寺の事務所までお電話ください。 

 

今年も多大な寄付を頂きました、ありがとうございました。 

2016 donor list (General donation 2015 Nov.1-2016 Oct. 30) 
Karen Akira 
Aoyama Family-Sayeko Aoyama's Memorial service 
Sue Fujino-Irokai  
Ed Kato 
Pam Kawamura-in memory of Sayeko Aoyama 
Momoko Kido 
Kids Summer Program-in recognition of help during KSP 
Mariko Mano-Appreciation 
Julie Mayeda-in memory of Sayeko Aoyama 
Linda Miyata & Shirley Tsuchida-Katayama-in memory of Florence Tsuchida 
Yasuko Natsuhara- in memory of Florence Tsuchida 
Leanne Nishi-Wong 
Mineko Sakamoto Family-appreciation of Floral Spray 
Mineko Sakamoto 
Seattle Buddhist Church Campfire 
Terrie Tanino 
Machiko Wada 
Tine Zumoto-Ko-in memory of Mrs. Aoyama 
 
 
 
 
 



 


